
　

今
年
も
４
月
を
迎

え
た
。「
分
割
・
民
営

化
」
か
ら
２４ 

度
目
の

４
月
１
日
だ
。
昨
年

末
か
ら
の
急
速
な
解

決
へ
の
流
れ
か
ら
行

け
ば
、
不
採
用
問
題

を
解
決
し
て
迎
え
る

は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
今
日
現
在

（
４
月
５
日
）
政
府
か
ら
の
解
決

案
は
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
３
月

１８ 

日
に
与
党
３
党
と
公
明
党
が
策

定
し
た
解
決
案
が
政
府
に
提
出
さ

れ
、
す
ぐ
に
で
も
政
府
案
が
示
さ

れ
る
も
の
と
予
想
し
て
い
た
が
、

改
め
て
こ
の
問
題
の
大
き
さ
を
感

じ
ざ
る
を
得
な
い
▼
不
採
用
問
題

は
当
事
者
・
組
織
・
共
闘
と
全
体

で
歩
調
を
あ
わ
せ
る
こ
と
が
大
変

な
時
期
が
続
い
た
。
し
か
し
関
係

者
全
員
の
「
な
ん
と
し
て
も
解
決

を
」
と
い
う
決
意
が
４
者
４
団
体

の
枠
組
み
を
作
り
上
げ
闘
い
を
押

し
上
げ
て
き
た
。
結
果
「
解
決
済

み
の
問
題
」
か
ら
「
解
決
す
べ
き

問
題
」
へ
と
政
府
の
対
応
も
変
わ

り
、
昨
年
の
総
選
挙
で
誕
生
し
た

連
立
政
権
が
後
押
し
し
、
長
い
ト

ン
ネ
ル
の
出
口
が
見
え
た
。
政
府

案
は
ま
だ
出
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、

「
雇
用
・
年
金
・
解
決
金
」
の
要

求
に
大
筋
で
応
え
る
内
容
で
あ
る

こ
と
は
３
月
１８ 

日
の
４
党
案
か
ら

も
予
想
さ
れ
る
▼
た
だ
、
ど
れ
程

の
解
決
水
準
で
あ
ろ
う
と
失
わ
れ

た
２３ 

年
間
は
帰
っ
て
は
こ
な
い
。

帰
っ
て
は
こ
な
い
が
当
時
の
首
相

や
運
輸
大
臣
が
「
一
人
も
路
頭
に

迷
わ
せ
な
い
」「
組
合
所
属
に
よ

る
差
別
は
な
い
」
と
し
た
国
会
答

弁
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
首

を
切
ら
れ
た
現
実
。
現
内
閣
は
過

去
の
政
府
の
過
ち
を
認
め
、
闘
争

団
員
と
家
族
の
こ
れ
か
ら
の
生
活

を
思
い
や
る
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
２３ 

年
の
闘
争
団
組
合
員
家

族
の
時
の
重
み
を
考
え
れ
ば
人
道

的
見
地
か
ら
も
一
日
も
早
い
解
決

案
が
示
さ
れ
る
事
を
望
む
▼
こ
の

拙
い
文
を
皆
さ
ん
が
一
読
す
る
こ

ろ
に
は
関
係
者
全
員
で
問
題
の
解

決
を
喜
び
合
っ
て
い
た
い
も
の
だ

と
心
よ
り
思
う
（
Ｂ
）
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仲
間
を
信
じ
団
結
を
強
め
全
国
の

仲
間
と
連
帯
を
広
め
運
動
を
そ
し

て
組
織
を
強
化
し
て
き
た
。
こ
の

国
労
の
闘
い
に
私
た
ち
は
学
び
労

働
運
動
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大

事
」
と
挨
拶
。
来
賓
の
小
原
宣
良

社
民
党
岩
手
県
連
合
代
表
が
「
Ｊ

Ｒ
採
用
問
題
は
日
本
の
労
働
運
動

で
は
国
家
的
な
弾
圧
を
受
け
た
。

中
曽
根
内
閣
で
国
鉄
が
分
割
民
営

化
さ
れ
て
、
戦
後
の
労
働
運
動
を

支
え
て
き
た
国
労
を
差
別
弾
圧
し

て
徹
底
的
に
潰
し
た
。
三
党
連
立

政
権
に
な
り
解
決
の
も
う
一
歩
ま

で
き
た
、
戦
後
労
働
運
動
の
歴
史

的
前
進
で
あ
り
最
後
ま
で
し
っ
か

り
取
り
組
む
」
と
激
励
し
た
。

　

国
労
を
代
表
し
齋
藤
地
本
委
員

長
が
「
本
日
は
１
０
４
７
名
不
採

用
問
題
に
対
し
て
こ
の
よ

う
な
多
く
の
参
加
者
と
貴

重
な
時
間
を
い
た
だ
き
感

謝
し
て
い
る
。
１
９
８
１

年
の
第
２
臨
調
か
ら
国
労

の
闘
い
が
始
ま
っ
た
『
ヤ

ミ
・
カ
ラ
攻
撃
』
な
ど
マ

ス
コ
ミ
を
総
動
員
し
て
国

労
を
攻
撃
し
た
・
・
・
解

決
の
あ
か
つ
き
に
は
報
告

会
を
開
催
し
た
い
」
と
闘

い
を
報
告
。
連
帯
・
激
励

の
挨
拶
は
、
豊
巻
岩
教
組

委
員
長
と
佐
藤
岩
手
県
交

通
労
組
書
記
長
か
ら
あ

り
、
最
後
に
来
内
議
長
の

団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
集
会

は
締
め
ら
れ
た
。

　

平
和
環
境
岩
手
県
労
働
組
合
セ

ン
タ
ー
の
第
２０ 

回
臨
時
総
会
が
４

月
３
日
、
岩
手
労
働
福
祉
会
館

（
盛
岡
市
）
で
開
催
さ
れ
た
。

　

臨
時
総
会
は
、
小
西
寛
副
議
長

（
高
教
組
）
菊
池
知
尋
事
務
局
長

（
岩
教
組
）
、
青
年
部
協
議
会
代

表
の
玉
澤
聡
子
幹
事
（
岩
教
組
）

の
辞
職
に
伴
う
欠
員
補
充
の
た
め

開
催
さ
れ
、
新
し
く
副
議
長
に
千

葉
伸
武
氏
（
高
教
組
）
、
事
務
局

長
に
砂
金
良
昭
氏
（
岩
教
組
）、

幹
事
に
佐
藤
浩
氏
（
岩
教
組
）
を

選
出
し
た
。

　

新
三
役
体
制
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　

◇

議　

長　

来
内　

広
幸（
自
治
労
）

副
議
長　

中
村　
　

亨（
全
水
道
）

　
　
　
　

千
葉　

伸
武（
高
教
組
）

　
　
　
　

佐
藤　

庄
三（
県
交
通
）

　
　
　
　

齋
藤　

庄
司（
国　

労
）

事
務
局
長　

砂
金　

良
昭（
岩
教
組
）

　

会
議
は
座
長
に
齋
藤
委
員
長
を

選
出
、
挨
拶
で
「
不
採
用
問
題
は
、

与
党
３
党
と
公
明
党
の
解
決
案
が

マ
ス
コ
ミ
に
で
た
。
妨
害
勢
力
の

行
動
な
ど
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
が
あ
る
、
政
府
決
定

が
さ
れ
る
ま
で
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
だ
。
春
闘
で
は
ベ
ア
５
０
０

０
円
の
要
求
を
提
出
。
貨
物
会
社

は
、
１１ 

年
連
続
ベ
ア
ゼ
ロ
、
夏

季
・
年
末
手
当
大
幅
削
減
と
厳
し

い
状
況
で
、
定
期
昇
給
を
先
延
ば

し
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。
貨

物
の
集
会
に
参
加
を
」
と
訴
え
た
。

　

来
賓
の
武
田
東
日
本
本
部
組
織

部
長
は
「
東
日
本
本
部
の
組
織
拡

大
状
況
に
つ
い
て
一
括
和
解
以
降

７５ 

人
、
定
期
大
会
以
降
１１ 

人
の
国

労
加
入
。
他
労
組
の
状
況
は
浦
和

事
件
の
吉
田
さ
ん
が
1
月
に
Ｊ
Ｒ

に
復
帰
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
。

新
規
採
用
者
対
策
、
入
社
式
宣
伝

行
動
を
東
京
地
本
が
中
心
で
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。
新
規
採
用
者

が
未
加
入
で
現
場
配
属
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
入
社
式
で
会
社
の

対
応
に
変
化
が
あ
り
昨
年
は
チ
ラ

シ
や
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
手
渡
し

た
。
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
研
修
で

使
用
す
る
事
象
が
あ
っ
た
。
新
採

対
策
の
付
き
合
わ
せ
、
拡
大
分
会

に
学
ぶ
た
め
に
５
・
６
月
に
ブ
ロ

ッ
ク
別
組
織
対
策
交
流
集
会
を
開

催
す
る
。
新
採
者
の
情
報
の
把
握

に
努
力
し
事
前
に
接
触
で
き
る
体

制
を
。
不
法
行
為
・
入
社
お
め
で

と
う
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
。
脱
退
し

た
仲
間
、
繋
が
り
の
あ
る
仲
間
に

対
し
国
労
加
入
用
紙
を
手
渡
す
。

待
遇
改
善
や
社
員
化
要
求
署
名
の

取
り
組
み
を
通
じ
国
労
の
組
織
化

を
」
と
情
勢
報
告
し
た
。

　

続
い
て
、
菊
池
組
織
部
長
が

「
和
解
は
、
『
一
企
業
・
一
組
合

論
』
に
基
づ
く
国
労
敵
視
の
労
務

政
策
を
事
実
上
改
め
、
正
常
な
労

使
関
係
を
確
立
す
る
展
望
を
切
り

開
く
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、

職
場
に
お
け
る
差
別
是
正
、
公

正
・
公
平
な
人
事
運
用
、
労
務
政

策
の
抜
本
的
転
換
か
つ
正
常
な
労

使
関
係
に
向
け
た
新
た
な
闘
い
の

出
発
点
で
も
あ
り
、
そ
の
闘
い
の

原
動
力
は
組
織
の
強
化
・
拡
大
で

あ
る
。
す
べ
て
の
職
場
か
ら
組
織

的
反
転
攻
勢
に
立
ち
上
が
り
、
国

労
へ
の
加
入
を
大
胆
に
呼
び
か
け
、

展
望
を
持
ち
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
現
状
認
識
と
具
体

的
な
取
り
組
み
を
提
起
し
た
。

　

協
議
で
は
参
加
分
会
役
員
か
ら

「
昨
年
は
組
合
資
料
を
手
渡
し
た
。

食
事
に
誘
う
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
」

「
新
規
採
用
者
に
手
が
回
ら
な
か

っ
た
対
策
を
検
討
し
て
い
く
」

「
国
労
組
合
員
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ

接
点
が
な
い
」
「
平
成
採
用
者
は

東
労
組
の
浦
和
事
件
や
選
挙
動
員

な
ど
に
対
し
て
不
満
を
持
っ
て
い

る
」
と
報
告
や
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
佐
々
木
書
記
長
が

「
現
場
長
に
も
色
ん
な
考
え
の
人

も
い
る
の
で
各
職
場
が
創
意
工
夫

タ
ー
加
盟
組
合
員
約
１
０
０
人
が

参
加
し
た
。

　

集
会
は
、
セ
ン
タ
ー
の
第
２０ 

回

臨
時
総
会
終
了
後
開
催
さ
れ
、
主

催
者
を
代
表
し
て
来
内
議
長
が

「
国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
は
現
在

行
な
わ
れ
て
い
る
首
切
り
合
理
化

の
先
駆
け
と
な
る
、
国
家
的
不
当

労
働
行
為
だ
っ
た
。
国
労
は
常
に

　

参
議
院
選
挙
は
、
本
部
が
昨
年

１０ 

月
に
自
治
労
大
分
出
身
（
元
大

分
県
職
労
委
員
長
）
で
現
在
大
分

県
議
会
議
員
の
社
会
民
主
党
公
認

の
吉
田
忠
智
氏
（
５３ 

歳
）
の
推
薦

を
決
定
。
地
方
本
部
も
推
薦
決
定

し
て
い
る
。
花
巻
市
議
選
挙
に
は

組
織
内
候
補
の
阿
部
一
男
氏
が
社

会
民
主
党
公
認
で
９
度
目
の
議
席

の
確
保
に
向
け
立
候
補
を
予
定
し

取
り
組
ん
で
い
る
。
当
面
、
吉

田
・
阿
部
両
予
定
候
補
の
議
席
確

保
に
各
地
区
で
の
取
り
組
み
に
奮

闘
し
よ
う
。
な
お
、
１０ 
月
に
は
、

４
期
連
続
の
議
席
確
保
に
立
候
補

予
定
の
斎
藤
憲
雄
氏
の
青
森
市
議

選
挙
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

全
国
組
織
検
討
委
員
会

▽
５
月
１
日
（
各
地
区
）

　

第
８１ 

回
メ
ー
デ
ー

▽
４
月
２４ 

日
（
東
京
）

　

各
地
方
本
部
業
務
部
長
会
議

▽
５
月
８
日
（
盛
岡
）

　

支
部
・
地
区
協
・
分
会
代
表
者

　

会
議

▽
４
月
１７ 

日
（
盛
岡
）

　

岩
手
県
交
運
労
協
政
策
学
習
会

　

及
び
学
習
会

▽
４
月
２０ 

日
（
盛
岡
）

　

第
８
回
執
行
・
闘
争
委
員
会

▽
４
月
22
・
23
日
（
東
京
）

拡大キャッチコピー
「新しい仲間づくりを

皆の力で」
「一緒に解消しませんか、
あなたの疑問。
加入まってます」

　
地
方
本
部
は
、３
月
１３ 
日
に「
新
規
採
用
者
対
策
会
議
」を
国
労
会
館
で
開
催
、関
係
分
会・支
部・地
区

協
代
表・地
方
本
部
役
員
ら
３５
人
が
参
加
し
た
。

　

会
議
は
、重
要
課
題
の
組
織
強
化・拡
大
の
問
題
、２
０
１
０
年
度
の
新
規
採
用
者
の
国
労
加
入
を
目
的

に
開
催
さ
れ
た
。今
年
４
月
の
東
日
本
会
社
採
用
予
定
が
１
８
０
０
人
、不
採
用
問
題
が
政
治
解
決
の
方

向
に
む
か
う
好
環
境
の
中
、浦
和
事
件
な
ど
で
東
労
組
と
東
日
本
会
社
が
対
立
し
て
い
る
今
を
好
機
と

捉
え
、昨
年
の
取
り
組
み
の
職
場
状
況
、管
理
者
や
東
労
組
の
動
向
を
報
告
、今
年
の
分
会
の
取
り
組
み
を

議
論
し
、各
職
場
で
創
意
工
夫
し
て
取
り
組
む
、合
わ
せ
て
脱
退
し
た
仲
間
や
繋
が
り
の
あ
る
仲
間
へ
の

国
労
加
入・復
帰
を
積
極
的
に
呼
び
掛
け
る
こ
と
を
意
思
統
一し
た
。

創
意
工
夫
し
て
加
入
の
呼
び
掛
け
を

創
意
工
夫
し
て
加
入
の
呼
び
掛
け
を

＝
地
本
新
規
採
用
者
対
策
会
議
＝


















役
員
の
欠
員
補
充
で
臨
時
総
会

◇
平
和
環
境
岩
手
県
労
組
セ
ン
タ
ー
◇

解
決
ま
で
も
う
一
歩

　
最
後
ま
で
し
っ
か
り
と

平和環境岩手県
労組センター

闘
い
の
原
動
力
は

組
織
の
強
化・拡
大

し
て
会
社
施
設
を
利
用
し
て
の
職

場
集
会
の
取
り
組
み
な
ど
、
一
歩

前
に
で
る
運
動
を
」
と
ま
と
め
、

職
場
に
帰
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を

意
思
統
一
し
て
散
会
し
た
。

　
　
　
　
　

◇

　

第
２２ 

回
参
議
院
議
員
選
挙
が
、

７
月
１１ 

日
（
日
）
投
開
票
で
の
施

行
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
７
月

１８ 

日
告
示
、
同
２５ 

日
投
開
票
で
岩

手
県
花
巻
市
議
会
議
員
選
挙
も
確

定
し
て
い
る
。

　

「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
報
告
集

会
」
が
４
月
３
日
（
土
）
岩
手
労

働
福
祉
会
館
で
、
平
和
環
境
岩
手

県
労
働
組
合
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で

開
催
さ
れ
た
。

　

集
会
は
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
が
新

た
な
動
き
に
な
り
、
一
日
も
早
い

解
決
に
向
け
た
総
決
起
の
場
と
し

て
、
平
和
環
境
岩
手
県
労
組
セ
ン

参
議
院
選
挙
・
吉
田
忠
智
氏
を
推
せ
ん

花
巻
市
議
選
挙
は
組
織
内
の
阿
部
一男
氏

「
J
R
不
採
用
問
題
報
告
集
会
」

吉田忠智氏

阿部一男氏
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北
村
・
村
上
両
氏
の

     

当
選
に
組
合
員
の
協
力
を

昇
給
す
ら
も
見
送
る
と
い
う
提
案

だ
。
こ
の
提
案
を
撤
回
す
る
た
め

に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
行
動
、
ハ
ガ
キ
行
動
、

署
名
行
動
の
展
開
を
各
分
会
に
お

願
い
す
る
」
な
ど
の
発
言
が
り
、

佐
々
木
支
部
書
記
長
が
、
Ｊ
Ｒ
不

採
用
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る

闘
い
な
ど
５
点
に
わ
た
っ
て
集
約

し
た
。

　

最
後
に
委
員
会
宣
言
を
採
択
、

阿
部
委
員
長
が
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問

題
は
最
終
局
面
に
入
っ
た
。
予
断

を
ゆ
る
さ
な
い
状
況
だ
が
総
団
結

し
、
納
得
の
い
く
早
期
解
決
を
勝

ち
取
ろ
う
」
と
決
意
を
表
明
し
、

団
結
頑
張
ろ
う
で
終
了
し
た
。

　
　
　

青
森
支
部　

横
内　

俊
博

　

４
月
２５ 

日
に
岩
手
県
の
宮
古
市

議
会
議
員
選
挙
（
定
数
３０ 

）
と
宮

城
県
気
仙
沼
市
議
会
議
員
選
挙

（
定
数
３０ 

）
が
施
行
さ
れ
る
。
宮

　

２
０
０
６
年
１１　

月
の
Ｊ
Ｒ
東

日
本
と
の
一
括
和
解
か
ら
４
回
目
、

２
０
０
８
年
３
月
の
Ｊ
Ｒ
貨
物
と

の
和
解
か
ら
３
回
目
の
入
社
式
を

迎
え
た
。
こ
の
間
、
昨
年
度
、
一

昨
年
度
と
続
け
て
新
規
採
用
者
の

国
労
加
入
を
勝
ち
取
っ
て
き
た
地

　

青
森
支
部
は
３
月
１４ 

日
、
第
６

６
回
拡
大
委
員
会
を
８
人
の
委
員

を
含
め
３０ 

人
の
参
加
の
中
、
青
森

国
労
会
館
で
開
催
し
た
。

　

委
員
会
は
、
与
党
３
党
と
公
明

党
よ
る
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
解
決

の
た
め
の
素
案
が
出
さ
れ
た
の
を

受
け
、
ど
の
よ
う
に
し
て
解
決
に

む
け
運
動
を
展
開
し
て
い
く
か
。

ま
た
、
今
年
の
１２ 
月
の
東
北
新
幹

線
の
八
戸
〜
新
青
森
間
の
開
業
が

迫
り
、
各
級
機
関
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
様
々
な

問
題
を
ど
の
よ
う

に
解
決
し
て
い
く

か
。
全
国
的
に
組

織
の
拡
大
が
進
み
、

線
か
ら
面
と
な
っ

て
い
る
現
状
の
も

と
、
国
労
加
入
・

復
帰
を
ど
の
よ
う

に
勝
ち
取
っ
て
い

く
か
な
ど
、
極
め

て
重
要
な
情
勢
の

中
で
の
会
議
と
な

っ
た
。

 

冒
頭
、
阿
部
支

部
委
員
長
が
、

「
今
年
は
、
新
幹

線
新
青
森
駅
開
業
、
青
森
市
議
会

議
員
選
挙
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
も

最
終
局
面
に
入
り
、
支
部
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
な
１
年
に
な
り
そ

う
だ
。
勝
利
す
る
た
め
に
、
皆
さ

ん
力
を
結
集
し
て
頑
張
っ
て
い
こ

う
」
と
力
強
い
挨
拶
。
続
い
て
来

賓
の
奈
良
岡
県
議
、
斎
藤
青
森
市

議
か
ら
激
励
の
挨
拶
、
佐
々
木
地

本
書
記
長
か
ら
の
情
勢
報
告
を
受

け
、
佐
々
木
支
部
書
記
長
が
こ
の

間
の
運
動
の
総
括
と
今
後
の
運
動

の
方
針
が
提
案
し
た
。

　

討
論
で
は
、
6
人
の
委
員
か
ら
、

「
青
い
森
鉄
道
の
概
要
が
つ
か
め

な
い
、
不
安
だ
。
一
日
も
早
く
概

要
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い

た
い
」
「
分
会
の
半
数
の
人
が
遠

距
離
通
勤
し
て
い
る
。
解
消
に
向

け
た
会
社
側
と
の
交
渉
を
お
願
い

し
た
い
」
「
貨
物
会
社
は
、
昨
年

ま
で
ベ
ア
ゼ
ロ
が
１０ 

年
連
続
と
な

る
が
、
来
年
度
は
、
つ
い
に
定
期

力を集結し頑張っていこうと訴える阿部青森支部委員長

第６６回青森支部
拡 大 委 員 会

新
幹
線
青
森
延
伸
、選
挙
な
ど

重
要
な
１
年
、皆
の
力
の
結
集
を

北村進氏（宮古）

村上進氏（気仙沼）

１９     

ヶ
月
連
続
の
拡
大
、流
れ
止
め
ず

　

新
規
採
用
者
の
対
策
の
強
化
も
図
る

◇
東
日
本
本
部
各
地
本・地
区
組
織
部
長
会
議
◇

４
月
２５
日
投
票
／
宮
古・気
仙
沼
市
議
会
議
員
選
挙

古
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
す
で

に
岩
手
県
教
職
員
組
合
出
身
の
北

村
進
氏
を
推
薦
決
定
。
気
仙
沼
市

議
会
議
員
選
挙
で
も
、
推
薦
要
請

の
あ
っ
た
社
民
党
公
認
で
自
治
労

出
身
の
村
上
進
氏
の
推
薦
を
３
月

１９ 

日
の
執
行
委
員
会
で
確
認
し
た
。

村
上
氏
は
、
気
仙
沼
水
産
高
校
、

仙
台
経
理
専
門
学
校
を
卒
業
し
唐

桑
町
役
場
へ
入
職
、
１
９
９
１
年

に
退
職
し
同
４
月
の
唐
桑
町
議
会

議
員
選
挙
に
立
候
補
し
当
選
、
２

期
勤
め
、
２
度
の
県
議
会
議
議
員

へ
の
挑
戦
も
議
席
の
確
保
が
な
ら

ず
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
両
候

補
の
当
選
に
向
け
た
組
合
員
の
取

り
組
み
を
要
請
す
る
。

　

３
月
２７ 

日
に
国
労
盛
岡
支
部

主
催
の
「
春
闘
交
流
会
」
が
盛

岡
国
労
会
館
で
開
催
さ
れ
、

２５ 

人
の
参
加
で
職
場
報
告
を
出

し
合
い
交
流
を
深
め
合
い
ま
し

た
。

　

各
分
会
か
ら
、
①
東
北
貨
物

協
と
協
力
し
て
、
全
職
場
で
集

会
を
開
催
し
、
本
社
へ
抗
議
の

フ
ァ
ッ
ク
ス
行
動
を
展
開
し
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
発
足
以
来
出
向
会

社
に
出
さ
れ
Ｊ
Ｒ
の
制
服
を
着

た
こ
と
が
な
い
。
合
理
化
阻

止
、
若
手
を
加
入
さ
せ
よ
う

（
盛
岡
貨
物
分
会
）
②
テ
レ
ホ

ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
３
人
の
仲
間

が
職
場
復
帰
し
た
が
３
年
の
出

向
期
限
を
１
年
延
長
さ
れ
不
満

が
残
る
。
５９ 

人
の
分
会
だ
が
５

年
後
に
は
３
分
の
２
に
な
っ
て

し
ま
う
、
組
織
拡
大
が
急
務
で

あ
る
（
盛
岡
運
輸
区
分
会
）
③

国
労
の
主
任
が
１１ 

人
に
増
え

た
。
現
職
死
亡
や
体
調
を
崩
す

社
員
が
多
く
勤
務
変
更
が
多
す

ぎ
る
（
北
上
駅
連
合
分
会
）
④

検
修
合
理
化
で
仕
事
の
大
半
が

出
向
会
社
に
移
行
し
そ
う
で
不

安
が
あ
る
（
盛
岡
運
転
分
会
）

⑤
職
場
の
統
廃
合
の
噂
が
飛
び

交
っ
て
い
る
。
一
部
他
労
組
の

行
動
が
、
職
場
の
空
気
を
悪
く

し
て
い
る
（
釜
石
地
域
分
会
）

⑥
新
幹
線
青
森
延
伸
で
職
場
の

合
理
化
が
心
配
、
若
手
社
員
と

も
交
流
し
た
い
が
、
移
動
の
周

期
が
早
く
て
、
な
か
な
か
深
い

交
流
が
出
来
な
い
（
盛
岡
電
気

分
会
）
な
ど
職
場
実
態
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
完
全
失
業
者
数
は

１３ 

ヶ
月
連
続
で
増
加
し
、
年
収

２
０
０
万
円
以
下
の
給
与
所
得

者
数
が
３
年
連
続
で
１
０
０
０

万
人
を
超
え
て
い
る
状
況
の

中
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
２
０
０
９
年
９

月
の
連
結
中
間
決
算
は
、
大
幅

な
減
収
減
益
と
な
っ
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
も
厳
し
い
経

営
状
況
が
続
き
、
高
速
道
路
の

土
・
日
・
祝
日
の
上
限
１
０
０

０
円
実
施
に
よ
る
運
輸
業
の
大

幅
減
収
で
、
減
収
減
益
の
決
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
２
０
１
０
年
春
闘
は
極
め
て

厳
し
い
情
勢
下
で
闘
わ
れ
た
こ

と
と
な
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
会
社
が

こ
の
危
機
に
労
働
者
を
犠
牲
に

し
て
乗
り
切
ろ
う
と
す
る
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ｒ
貨
物
の

施
策
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
す
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
施
策
・
職
場
状
況

を
通
じ
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
問

題
点
を
も
合
わ
せ
て
掘
り
起
こ

し
、
名
実
と
も
に
「
客
貨
一

体
」
の
運
動
を
作
り
上
げ
る
た

め
に
も
こ
の
よ
う
な
交
流
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。

　
　
　

盛
岡
支
部　

米
田
勝
義

　

奥
州
市
議
会
議
員
選
挙
（
定
数

３４ 

）
が
３
月
１４ 

日
投
票
で
実
施
さ

れ
た
。
地
方
本
部
は
、
千
葉
悟
郎

氏
（
社
民
党
推
薦
、
元
岩
手
県
高

等
学
校
教
職
委
員
組
合
執
行
委
員

長
）
を
推
薦
し
組
合
員
に
協
力
を

求
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
結

果
、
千
葉
氏
は
１
８
９
２
票
獲
得

し
２７ 

位
で
当
選
、
３
度
目
の
議
席

を
確
保
し
た
。

　

「
２
０
１
０
春
闘
勝
利
！

青
・
婦
・
家
中
央
総
行
動
」
が

３
月
１２ 

日
（
金
）
東
京
の
全
水

道
会
館
で
青
年
部
・
婦
人
部
・

家
族
会
約
１
０
０
人
の
参
加
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
盛
岡
か
ら

は
佐
々
木
香
代
子
地
本
家
族
会

会
長
、
千
葉
裕
子
東
日
本
家
族

会
中
央
常
任
委
員
、
小
野
寺
京

子
婦
人
部
長
さ
ん
と
地
本
常
任

委
員
の
私
、
中
堤
の
４
人
が
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
天

気
も
よ
く
暖
か
い
日
和
で
一
足

早
い
春
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
主
催
者
を
代
表
し

て
加
藤
婦
人
部
長
が
挨
拶
、
現

在
の
国
労
の
課
題
は
組
織
拡
大

で
あ
る
こ
と
、
Ｊ
Ｒ
職
場
で
の

え
な
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
情

勢
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

全
体
交
流
会
・
各
地
で
の
春
闘

行
動
・
拡
大
行
動
の
取
り
組
み

の
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

貨
物
会
社
の
態
度
に
は
怒
り

を
感
じ
ま
し
た
。
不
採
用
問
題

は
私
た
ち
も
分
割
・
民
営
化
の

闘
い
で
今
で
も
悔
し
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の

機
を
生
か
し
て
政
治
解
決
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
全
国

か
ら
多
く
の
青
年
部
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
、
若
い
姿
が
と
て
も

新
鮮
に
感
じ
ま
し
た
。
家
族
会

も
親
組
合
と
と
も
に
微
力
な
が

ら
頑
張
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
、
心
新
た
に
し
ま
し
た
。

国
労
差
別
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

講
演
は
「
貧
困
の
現
場
か
ら

み
た
労
働
の
実
態
と
労
働
組
合

の
課
題
」
と
題
し
て
、
毎
日
新

聞
社
社
会
部
の
東
海
林
智
さ
ん

の
講
師
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
の
現
場

か
ら
日
雇
い
派
遣
な
ど
の
実
態
、

多
く
の
不
当
労
働
行
為
が
あ
る

こ
と
、
仕
事
が
あ
る
か
無
い
か

で
朝
を
む
か
え
る
場
所
が
変
わ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
財
界
が
目

指
し
た
構
造
改
革
の
中
身
、
派

遣
法
規
制
の
行
方
と
過
労
死
の

現
場
、
名
ば
か
り
管
理
職
の
過

酷
と
対
立
そ
し
て
「
人
で
あ
り

た
い
」
と
の
願
い
か
ら
労
働
組

合
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
。
国
労
は
地
域
と
連
帯
し

て
強
さ
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
期

待
し
て
い
る
と
、
東
海
林
さ
ん

は
大
学
で
国
鉄
の
分
割
・
民
営

化
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
瞬
間

を
国
労
会
館
で
迎
え
た
そ
う
で

す
。

　

続
い
て
本
部
の
田
中
副
委
員

長
よ
り
今
年
春
闘
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
で
は
定
期
昇
給
を
し

な
い
提
案
が
さ
れ
た
こ
と
、
不

採
用
問
題
で
は
２４ 

年
目
を
む
か

方
本
部
も
あ
る
。
こ
う
し
た
運
動

の
全
体
化
を
め
ざ
し
、
３
月
7
日
、

東
京
都
「
交
通
ビ
ル
」
で
東
日
本

本
部
「
各
地
方
本
部
・
地
区
本
部

組
織
部
長
会
議
」
が
開
催
さ
れ
青

年
部
も
含
め
２５ 

人
が
出
席
し
た
。

　

高
野
委
員
長
の
「
定
期
大
会
以

降
１１ 

名
、
１９ 

ヶ
月
連
続
の
拡
大
。

流
れ
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
新
採

対
策
の
強
化
を
」
と
の
挨
拶
の
後
、

武
田
組
織
部
長
が
当
面
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
提
起
。

　

各
地
方
か
ら
は
「
新
採
者
の
指

導
者
＝
フ
ァ
ザ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー
制

度
が
ネ
ッ
ク
。
一
方
で
、
分
会
集

会
を
持
ち
、
拡
大
に
向
け
た
意
思

統
一
を
図
る
取
り
組
み
も
」
（
盛

岡
）
「
基
本
的
な
分
会
活
動
に
共

感
し
て
復
帰
の
一
方
、
個
人
の
つ

な
が
り
を
共
有
化
し
全
体
で
の
取

り
組
み
と
し
て
い
く
中
で
も
復

帰
」
（
八
王
子
）
「
組
合
説
明
会

を
開
催
す
る
中
で
国
労
へ
の
親
近

感
も
生
ま
れ
て
い
る
」
（
神
奈

川
）
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

当
面
、
一
括
和
解
の
趣
旨
を
踏

ま
え
た
公
平
・
公
正
な
取
り
扱
い

を
求
め
て
、
本
社
・
支
社
へ
の
申

し
入
れ
を
行
う
と
共
に
、
各
現
場

長
へ
の
要
請
を
強
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
。
併
せ
て
、
不
当
労
働
行

為
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
た
め
の
ポ
ス

タ
ー
掲
示
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
も
確
認
し
た
。

　

地
方
本
部
も
、
３
月
8
日
に
Ｊ

Ｒ
盛
岡
支
社
へ
申
し
入
れ
を
行
い
、

３
月
１３ 

日
に
は
「
新
規
採
用
者
対

策
会
議
」
を
開
催
す
る
中
で
意
思

統
一
を
図
っ
て
き
た
。

　

相
手
を
変
え
さ
せ
て
い
く
た
め

に
も
私
た
ち
自
身
の
粘
り
強
い
運

動
が
必
要
で
あ
り
、
諦
め
ず
、
し

た
た
か
な
現
場
の
取
り
組
み
が
今

ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

青
年
の
純
真
さ
と
勇
気
を
信
じ
、

国
労
の
仲
間
に
迎
え
入
れ
る
た
め
、

全
組
合
員
が
奮
闘
し
よ
う
！

春
闘
勝
利
！
３・１２
青
年・婦
人・家
族
会
中
央
行
動

家
族
会
も
頑
張
ら
な
く
て
は
と
決
意
新
た

地
本
家
族
会
常
任
委
員
　
中
堤
　
久
江

２５
人
の
参
加
で
職
場
実
態
交
流

　
　

客
貨
一体
の
運
動
を
作
ろ
う

「
盛
岡
支
部
春
闘
交
流
会
」

１
８
９
２
票
獲
得
、２７
位
当
選

千
葉
悟
郎
氏（
奥
州
市
議
選
挙
）


